
 
  
  
   
 

 
 
 
 
 

新潟 RC １１月第 3 例会 (2009.11.24) №2825 

 

(1) ロータリーソング「我らの生業」斉唱 

(2) 小林 敬直会長挨拶 

本日例会の食事はミリオンダラーミールとさせて頂きまし

た。 

これは昨年も実施いたしましたが地区からの要請により地

球からポリオを撲滅させる為に、ポリオプラスの支援を目

的としてビルアンドメリンダゲイツ財団から贈られた補助

金との組合せで、各ロータリアンからの寄附をお願いする

ものです。 

このことについては昨年、柴田年度に詳しく説明をうけ会

員皆様方と協議したところでもあります。詳しくは、ロータリ

ーの友、本年 3 月号に掲載されております。 

地区協議会やガバナー公式訪問でも植木ガバナーから

の要請がありました。それに答えるものです。前期後期と

２回に別けて実施されるものです。地区からは、お１人１０

００円を目途にとの要請がまいっております。皆様方のご

理解とご協力をお願い申し上げます。ただ今より事務局

の方に廻っていただきますので宜敷くお願いいたしま

す。 

さて、１１月２３日は勤労感謝の日でした。 

この日が休日になったのは、１１月２３日が戦前は新嘗祭

にあたる為、休日となったのです。新嘗祭とは、宮中三殿

の一つ神嘉殿において今年の新穀を供げる祭りです。 

「瑞穂の国」の祭祀を司る天皇が、国民を代表してその年

の稲の実りに感謝をし、新穀を天地の神に捧げ、新しくこ

れを頂くという祭儀が行われる日です。昔は、その年の新

米はこの新嘗祭が行われるまでは、食べないということに

なっていたそうです。天地の神に稲の実りを感謝してから、

ありがたくそれを頂くという瑞穂の国にふさわしい習慣だ

ったのです。 

ちなみに１０月１７日は神嘗祭といい伊勢神宮に新穀を供

げ神に祈る祭が行なわれます。本年は天皇陛下が即位さ

れて２０年になられます。そして、ご成婚５０年になられま

す。１１月１２日に皇居前広場で、その祝賀の式典があり、

それに参列してまいりました。陛下がその折の記者会見

でのお言葉です。 

「私は昭和天皇から伝わってきたものはほとんど受け継ぎ、

これを守ってきました。この中には新嘗祭のように古くから 

 

伝えられてきた伝統的祭祀もありますが、田植えのように

昭和天皇から始められた行事もあります。新嘗祭のように

古い伝統のあるものはそのままの形を残していくことが大

切と考えますが、田植えのように新しく始められた行事は、

形よりはそれを行う意義を重視していくことが望ましいと考

えます。従って現在、私は田植え、稲刈りに加え、前年に

収穫した種もみをまくことから始めています。」 

皇后様は、次のように引き継いだ。 

「伝統と共に生きるということは、時に大変なことでもありま

すが、伝統があるために、国や社会や家がどれだけ力強

く、豊かになれているかということに気づかされることがあ

ります。一方で、型のみで残った伝統が社会の進展を阻

んだり、伝統という名のもとで古い慣習が人々を苦しめて

いることもあり、この言葉が安易に使われることは好ましく

思いません。」 

伝統について「この言葉が安易に使われることは好ましく

思いません」という言明は、決然とした強い響きを帯びて

いる。天皇、皇后、皇太子夫妻にとって、神事は、潔斎し

て平安装束をまとって拝礼するなど、他の皇族とは桁違

いに重い「務め」だ。歌に詠まれた数も少なくない。 

現天皇は「祭り」の題で開かれた七五年の歌会始で、“神

あそびの歌流るるなか告文の御声聞え来新嘗の夜”と詠

んだ。皇位を継承して初めて行う新嘗祭が大嘗祭だ。秘

儀とされる祈りの作法や所作は、天皇から皇太子へと一

子相伝である。毎年、天皇が神嘉殿で執り行う際に皇太

子は一人傍らに控えて次第や所作を学ぶとされる。 

新嘗祭が冬至の祭と説明されるように、季節ごとに繰り返

される祭祀の多くは、「自然」の中に生きた祖先たちの祈

りの再現であり、天体の運行にもかかわりがあるとされる。 

宮中祭儀も、長い歴史の中で時代とともに中断や様々な

変遷を重ねてきた。万古不易のものというわけではない。 

天皇の高齢化に伴い、宮内庁は公務や祭祀の簡略化や

見直しに着手しようとしている。 今後、祭祀廃止論から厳

守論まで紛議が起きそうな気配もある。現憲法下、祭祀は

天皇の私的行為と位置づけられている。 

皇室に伝統保持を期待するとしても、祭祀をどうしていく

かは、最終的には皇室の代々の判断に委ねるべきなの

かもしれない。 
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       ロ ー タ リ ー の 未 来 は  

           あ な た の 手 の 中 に  

       2009～2010 年度 国際ロータリーのテーマ 



(3) 委員会報告 

・高橋 清文ＲＡ委員長 

１２月１２日(土)15：30～17：00 新潟ローターアクトク

ラブ主催の講演会が開催されます。講師は当クラブ

会員の柴田 史郎さん、テーマは「社会的弱者との

関わりについて」です。登録料は無料です。出席希

望の方は事務局まで御連絡願います。 

(4) 幹事報告（石井 和弘幹事） 

・ポリオプラスへのご寄付 ４８、６８６円のご

協力を戴きました。 

・２０１０年の国際大会が カナダ･ケベック州の

モントリオールで６月２０～２３日まで開催され

ます。 

詳細、お申込は事務局までお願いします。 

 

(5) 会員スピーチ「ドラマ天地人が終わって」 

ＮＨＫ新潟放送局局長 菅 俊秀 君 

 

 

 

１２月１日の例会予定 

「年次総会開催」 

「創立７０周年記念式典について」 

 

 

ホームページを更新致しました！ 

新潟ロータリークラブ ホームページアドレス 

http://www.niigatarc.jp/ 
 

＊新潟ロータリークラブ創立７０周年記念式典＊ 

２０１０年４月２３日（金） 


